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「ともに過ごす友に手を差し伸べる」
あなたがたは、現にそうしているように、励まし合い、お互いの向上に心がけなさい。

2021 年 年間標語

テサロニケの信徒への手紙一 5章11節

編集後記編集後記
　2021年度の授業やチャペルアワーが対面とオンラインのハイ
ブリッド形式で行われるという状況で掲げた「ともに過ごす友に
手を差し伸べる」という年間標語には、様々な制限の中にあって
も、同じキャンパスで学生生活を送る友に配慮することができる
ようにという祈りが込められていました。COVID-19の感染が収
まらない中、いままでに経験したことのない日々が続きました。
しかし、こうした危機的な状況をむしろ好機と捉え、新たな挑戦
を始めた学生たちの姿に力を与えられた1年でした。年間聖句、
「あなたがたは、現にそうしているように、励まし合い、お互いの

向上に心がけなさい」（テサロニケの信徒への手紙一｠5：11）にお
ける「向上（する）」の原語「オイコドメオ―（＝oἰκοδομέω）」は、「建
てる」「築く」が原意で、そこから転じて「高める」「促進する」とい
う意味にもなります。マスクに口が覆われ、ソーシャルディスタン
スを保たざるを得ない中であれ、他者と共にお互いを高め合う関
係を築き上げていくことを勧める聖書の言葉から学び実践した
学生たち。そうした学びと実践が変わらずにあることを、また、学
生たちが「向上する」場としてチャペルセンターが用いられること
を願っています。（K.O.）
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2021年度のあゆみ
チャペルセンター
2021年度のあゆみ

2021年
◆4月20日（火）
　　始業礼拝　学長　朴憲郁
◆5月24日（月）、26日（水）、28日（金）
　　キリスト教教育週間
　　テーマ：新しい時代に向き合う 
　　24日（月）宗教主任  洪伊杓 「共に過ごす友に」（動画配信）
　　26日（水）学長  朴憲郁 「神の愛と正義」
　　28日（金）本学学生  My C. 「語り合い、ともに生きよう」（動画配信）
◆7月9日（金）～8月4日（水）
　　山梨ダルク　日用品の寄付　
　　フードドライブin山梨英和大学
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第1・2クォーター　チャペルアワー （4月23日～7月28日）
　　対面チャペルアワー　毎週水曜日：全13回
　　　　※キリスト教教育週間を除く
　　チャペルメッセージ　毎週金曜日配信：全12回
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆9月28日（火）
　　第3クォーター始業礼拝　学長　朴憲郁
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　10月13日（水）～11月5日（金）
　　「世界食料デー」おにぎりアクション2021
◆10月20日（水）
　　半日修養会
　　講師　陣内 大蔵 氏　「あなたと私の間には…」
◆11月30日（火）
　　第34回　クリスマスツリー点火祭
◆12月1日（水）～12月21日（火）
　　クリスマス募金・献金

年間標語
ともに過ごす友に手を差し伸べる

年間標語
ともに過ごす友に手を差し伸べる

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2021年度クリスマス募金・献金報告
募金・献金総額：37,500円（クリスマス募金：15,753円、クリスマス献金：21,747円）

送り先：
・ひかりの家 7,500円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 7,500円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 7,500円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・渋谷りつ子さんを支える会 7,500円
　　　インド マザーテレサの家の関連施設でボランティアされている渋谷さんを支援する会
・ノット・フォー・セール・ジャパン 7,500円
　　人身取引問題に取り組む団体
みなさまからいただいた募金・献金を上記の団体に送りました。

ご協力、心より感謝申し上げます。

◆12月6日（月）～21日（火）
　　山梨ダルク　日用品の寄付
　　フードドライブin山梨英和大学　
◆12月14日（火）　
　　燭火礼拝
◆12月17日（火）
　　クリスマス礼拝　宗教主任　洪伊杓

2022年
◆3月17日（木）
　　卒業礼拝　宗教主任　洪伊杓
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第3・4クォーター　チャペルアワー（9月28日～1月26日）
　　対面チャペルアワー　毎週水曜日：全12回
　　　　※半日修養会・クリスマス礼拝を除く
　　チャペルメッセージ　毎週金曜日配信：全12回
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。

「ハローキティ時代」を生きながら
　新型ウイルスによるパンデミックが始まってからおよ
そ2年が過ぎました。マスクをしながら生活する私たち
の新たな日常は、皆がマスクをして口が見えないハロー
キティのようになっているのではないでしょうか。実
は、このハローキティちゃんの誕生に私たちが通ってい
る山梨英和学院と関係があることを知っていますか？
ハローキティを作った「株式会社サンリオ」の創立者で
ある辻信太郎（1927－ ）さんは、幼い頃、本学院の
カートメル幼稚園（現、山梨英和カートメルこども園）
を卒園した方です。彼は家庭でもまだ誕生日のお祝い
をする習慣がない時代に、幼稚園のグリンバンク先生
などカナダの宣教師たちがお誕生日の子にお祝いとし
て小さなギフトをプレゼントしてくれることを経験し、
大きな驚きと喜びを感じました。そして、先生たちと一
緒に町中の貧しい人々を訪ねてプレゼントを配り歩く
と、その人たちがとても喜んでくれたことが忘れられな

かったそうです。彼はこの記憶を大切に心に刻み、「友
情を育てるためのビジネスを作ろう」と決心しました。
そこで、『Small Gift Big Smile！』というスローガン
で「サンリオ」という会社を創立したのです。
　私たちはマスクを着用する大変な日常の中でも何と
かお互いを支えながら、この時期を乗り越えるため頑
張っています。顔を覚えづらく、相手の目しか見ること
ができません。しかし私たちは可愛いキティちゃんのよ
うに周りの人々を見ることができないだろうかと考えて
みます。心を込めて「ハロー」と挨拶し、声をかけてみ
ましょう。今こそ、相手の目の「おが屑」（ルカ6：41）
ではなく、むしろ染みがついた涙の跡を見つけ、慰める
ことができるようにと願います。マスク着用によって
「目」と「目」をじっくり見つめながら過ごしているこの
「ハローキティ時代」が私たちに与えた一つの課題で
あると思います。

宗教主任　洪　伊杓
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　山梨英和大学が小規模ながらも充実したカリキュ
ラムを展開している所以は、山梨英和女学校時代か
ら数えて創立132年の長い歴史と伝統の中で培われ
て来たキリスト教精神に基づく校訓（①敬神、②愛
人、③自修）にあります。この校訓の三つの言葉はい
ずれも崇高で素晴らしいものであって、それを別の言
葉で意味づけるとすれば、万人に共通することでは
ありますが、人間は三つの関係性の中に生きるとい
うことです。関係性と申しますと何か難しい話のよう
に聞こえますが、平易に申しますと、人は自分一人で
生きることはできず、他者との語り合い、励まし合
い、助け合い、相互理解の中でこそ生きるものです。
いや、生きる方策として助け合いが必要だと言うに留
まらず、人間はそもそも本質的に関係的存在なので
す。それが今申した校訓の三つの言葉に表現されて
います。　
　しかしこの三つの内の二番目の「愛人」、つまり人
を大切にし、愛するというのはよく分かっても、一番
目の「敬神」と三番目の「自修」は、万人が共通に認
識しているものであるとは言えません。いや、多くの
人は聞き慣れないこの二つを蔑ろにしています。しか
し実は、二番目の「愛人」が真に意味あるものとなる
ためには、一番目の「敬神」に立脚していなければな
りません。聖書に証言された唯一の神の前に厳粛に
立って我が身を振り返り、それによってさらに、自分
自身をも真剣に見つめて自己と対話し、高めるという
深みある人間になるのです。それが第三の「自修」と
いうことです。その意味において、第一と第三の校訓
に囲まれて初めて、第二の「愛人」が意義あるものと
して浮かび上がってきます。
　こうした校訓を基礎にして、三つのカリキュラム領
域が成立しています。このことを皆さんは、授業やゼ
ミや礼拝などを通して繰り返し修得し、確認してい
かれるものと信じ、またそう期待いたします。
　　　　　
　私は2020年4月より山梨英和学院の院長に就任
しましたが、週2回東京から通って、山梨英和大学と
同一キャンパスと建物の中にある本部で、各種の会
議と書類決裁に追われながら過ごしてきました。
Covid-19の感染拡大の脅威を避けてキャンパスが

閉鎖される中、もぬけの殻のように学生も教師も不
在の不気味なゴーストキャンパスを初めて経験しまし
た。その院長職に加えて、2021年4月より山梨英和
大学の一層の発展のために、菊野一雄学長の後任と
しての務めを負うことになりました。
　私の頭に浮かぶ二つの対のキーワードに少し触れ
たいと思います。一つは、今年度の「キャンパスガイ
ド」ブックの初めの部分に掲げられていますように、
ミッションとビジョンというペアーのキーワードであ
り、もう一つは（信仰の）信と（知識の）知というペ
アーのキーワードです。本学は、キリスト教信仰に基
づく人間形成を使命（ミッション）とするゆえに、国
籍と民族と言語の相違を超えて、常に国際的な視点
でものを考え、自らの立脚点と地域社会を見据えて
世界の平和と信頼関係を構築していく青年たちの育
成が今日益々求められています。そういう若者を育て
ることに使命（ミッション）と展望（ビジョン）をいだ
くのです。
　二つ目の対となるキーワードである信（仰）と知
（識）との関係は、長い歴史の中では、例えば地動
説を唱えたガリレオが宗教裁判を受けたように、対
立的に捉えられてきましたが、今日では、単純に対立
的ではなく、相互補完的な世界観と知恵が求められ
てきています。地球温暖化をもたらした工業化に対
する現代人の深い反省がそれを物語っています。そ
うでなければ、本学の理念である「キリスト教信仰に
基づく人間形成」などというのは自己矛盾の表現と
なってしまいます。そうではなく、キリスト教の信仰や
精神による山梨英和大学の教育がどのような特色を
もって展開しているのかを、真剣に問い求める必要
があります。信仰者にとっては神の言葉、教養人に
とっては世界の古典名著である「聖書」には、その両
者をつなぐ深みがあり、知恵があります。私自身のこ
とで申し訳ありませんが、聖書神学及びキリスト教
教育の研究者として、聖書の原典である古代ヘブライ
語、古代ギリシャ語、それに加えてラテン語を学んで
きました。現代人に光を当てる聖書の叡智を探り求
めるためにです。いずれにせよ、今申しあげた二の
キーワードをご一緒に考え、それを内実あるものにし
てまいりたいと願います。

建学の理念で貫かれたキャンパスライフ
 学長　朴　憲郁
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クリスマスツリー点火祭キリスト教教育週間

燭火礼拝

　10月より、クワイア指揮者に五味貴秋氏が就任
し、クワイアの指導をしています。
　五味貴秋氏は、山梨大学合唱団や山梨学院ウイ
ンドブラスアンサンブル（山梨学院大学吹奏楽団）
などの指導をする他にも、オペラシアターこんにゃ
く座などのピアニストも兼任し、合唱音楽について
研鑽を重ねています。
　クワイアは、キリスト教諸行事の礼拝において、
合唱によって神を賛美します。歌うことが好きな方、讃美歌・聖歌に興味が
ある方、隊員は学年問わず、随時募集しています。興味のある方はチャペル
センターへお問合せください。

聖歌隊 Green Chapel Choir聖歌隊 Green Chapel Choir

入学式（奉唱は行いませんでした）
キリスト教教育週間
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝
燭火礼拝
卒業礼拝
卒業式（奉唱は行いませんでした）

学校行事やチャペルアワーで奉唱しています学校行事やチャペルアワーで奉唱しています

　私たちGreen Chapel Choirの主な活動は入学
式や卒業式をはじめ、その他にも学内でのキリスト
教諸行事に賛美歌や宗教歌を賛美することです。学
内行事の時にガウンを着て、何か歌っている人がい
るところを目にしたことはありませんか？そう、それ
が私たちです。
　私はこの大学だからこその活動をしたいという思
いと、人とのご縁もあってGreen Chapel Choirへ
の入隊を決意しました。また3年次には隊長を務め
させていただくこととなり、それに先立って私はメン
バーに「私はひとりでは何もできなので、助けてくだ
さい」とお願いをしました。私ひとりでは何一つでき
ないことばかりでした。活動日を決めること、ハーモ
ニーを奏でること、何をとっても周りに誰かがいてく
れなければそれは成り立ちません。私の隣に一緒に
立ってくれる方々がいて、その方々に支えられて今私
はここに立っていられるのだと実感しています。
　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中で世

界情勢も、当たり前にあった日常
も変わり果て、歌うことも憚られるような状況が今な
お続いています。しかしその中であっても私たちに
共に歌う機会を多く作ってくださった皆さんには感
謝してもしきれません。そして素敵すぎるほどの先
輩や同級生に後輩、指導者の方にオルガニストの
方、根底を支えてくださるチャペルセンターの皆さ
んと、そして何より私たちの歌を聞いてくださった皆
さんに感謝の気持ちでいっぱいです。活動を行う中
でたくさんの別れも体験してきましたが、それはまた
新しい出会いがこの先に待っているからだと信じて
います。想像もできなかった日常が生まれ、先が見
えない状況が続くことによる不安と困惑で打ちひし
がれそうな時でも、周りにいてくださる皆さんに感謝
を込めて歌い続けていきたいです。「歌」は「訴ふ」
でもあります。私たちの奏でる歌が、ハーモニーが、
これからもひとりでも多くの方に届くことを祈ってい
ます。

共にいられるという幸せ共にいられるという幸せ Green Chapel Choir隊長
3年  小俣 真夢
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ることに使命（ミッション）と展望（ビジョン）をいだ
くのです。
　二つ目の対となるキーワードである信（仰）と知
（識）との関係は、長い歴史の中では、例えば地動
説を唱えたガリレオが宗教裁判を受けたように、対
立的に捉えられてきましたが、今日では、単純に対立
的ではなく、相互補完的な世界観と知恵が求められ
てきています。地球温暖化をもたらした工業化に対
する現代人の深い反省がそれを物語っています。そ
うでなければ、本学の理念である「キリスト教信仰に
基づく人間形成」などというのは自己矛盾の表現と
なってしまいます。そうではなく、キリスト教の信仰や
精神による山梨英和大学の教育がどのような特色を
もって展開しているのかを、真剣に問い求める必要
があります。信仰者にとっては神の言葉、教養人に
とっては世界の古典名著である「聖書」には、その両
者をつなぐ深みがあり、知恵があります。私自身のこ
とで申し訳ありませんが、聖書神学及びキリスト教
教育の研究者として、聖書の原典である古代ヘブライ
語、古代ギリシャ語、それに加えてラテン語を学んで
きました。現代人に光を当てる聖書の叡智を探り求
めるためにです。いずれにせよ、今申しあげた二の
キーワードをご一緒に考え、それを内実あるものにし
てまいりたいと願います。

建学の理念で貫かれたキャンパスライフ
 学長　朴　憲郁
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クリスマスツリー点火祭キリスト教教育週間

燭火礼拝

　10月より、クワイア指揮者に五味貴秋氏が就任
し、クワイアの指導をしています。
　五味貴秋氏は、山梨大学合唱団や山梨学院ウイ
ンドブラスアンサンブル（山梨学院大学吹奏楽団）
などの指導をする他にも、オペラシアターこんにゃ
く座などのピアニストも兼任し、合唱音楽について
研鑽を重ねています。
　クワイアは、キリスト教諸行事の礼拝において、
合唱によって神を賛美します。歌うことが好きな方、讃美歌・聖歌に興味が
ある方、隊員は学年問わず、随時募集しています。興味のある方はチャペル
センターへお問合せください。

聖歌隊 Green Chapel Choir聖歌隊 Green Chapel Choir

入学式（奉唱は行いませんでした）
キリスト教教育週間
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝
燭火礼拝
卒業礼拝
卒業式（奉唱は行いませんでした）

学校行事やチャペルアワーで奉唱しています学校行事やチャペルアワーで奉唱しています

　私たちGreen Chapel Choirの主な活動は入学
式や卒業式をはじめ、その他にも学内でのキリスト
教諸行事に賛美歌や宗教歌を賛美することです。学
内行事の時にガウンを着て、何か歌っている人がい
るところを目にしたことはありませんか？そう、それ
が私たちです。
　私はこの大学だからこその活動をしたいという思
いと、人とのご縁もあってGreen Chapel Choirへ
の入隊を決意しました。また3年次には隊長を務め
させていただくこととなり、それに先立って私はメン
バーに「私はひとりでは何もできなので、助けてくだ
さい」とお願いをしました。私ひとりでは何一つでき
ないことばかりでした。活動日を決めること、ハーモ
ニーを奏でること、何をとっても周りに誰かがいてく
れなければそれは成り立ちません。私の隣に一緒に
立ってくれる方々がいて、その方々に支えられて今私
はここに立っていられるのだと実感しています。
　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中で世

界情勢も、当たり前にあった日常
も変わり果て、歌うことも憚られるような状況が今な
お続いています。しかしその中であっても私たちに
共に歌う機会を多く作ってくださった皆さんには感
謝してもしきれません。そして素敵すぎるほどの先
輩や同級生に後輩、指導者の方にオルガニストの
方、根底を支えてくださるチャペルセンターの皆さ
んと、そして何より私たちの歌を聞いてくださった皆
さんに感謝の気持ちでいっぱいです。活動を行う中
でたくさんの別れも体験してきましたが、それはまた
新しい出会いがこの先に待っているからだと信じて
います。想像もできなかった日常が生まれ、先が見
えない状況が続くことによる不安と困惑で打ちひし
がれそうな時でも、周りにいてくださる皆さんに感謝
を込めて歌い続けていきたいです。「歌」は「訴ふ」
でもあります。私たちの奏でる歌が、ハーモニーが、
これからもひとりでも多くの方に届くことを祈ってい
ます。

共にいられるという幸せ共にいられるという幸せ Green Chapel Choir隊長
3年  小俣 真夢
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Chapel news
ボランティアサークル The Peace Fellows

　こんにちは。皆さん、お元気ですか？（私は毎日元気
です！）今年もボランティア活動にたくさん協力してくだ
さり、ありがとうございました！
　私は・私たちは、隣人を思い、社会との繋がりを大切
に「自分たちにできることは何か」と常に考え、活動し
てきました。今年度はフードバンク山梨と山梨ダルク、
そして新たな活動であるコンタクト空ケース回収に力
を入れてきました。
集まった個数は以下です↓↓
　　フードバンク山梨・・・食品や文房具など423個
　　山梨ダルク・・・洗剤やタオルなどの日用品150個
　　コンタクト空ケース・・・2351個
　これらの活動はどれも私一人の力ではなく、協力し
てくださった皆さんの力のおかげです。コロナ禍で大
学へ行く回数が激減した中でも、在学生から「これは
集めていますか？」や「これは持っていってもいいので
すか？」「少しでも力になりたいです」などのメールをい
ただきました。とても嬉しかったです。本当にありがとう
ございました！私たちは皆さんの力によって、支援先の
諸団体や企業からたくさんの【ありがとう♡】をいただ

くことができました。
　ボランティア活動を通して、支
援を必要としている方のお手伝
いができ、本当に光栄に思いま
す。また皆さんに活動を支えていただいたおかげで感
謝の言葉をいただくことができ、私は本当に幸せ者で
す。これからもその思いを大切に、そしてその思いを必
要としている方と分け合うことができるような人になり
たいです。
最後のつぶやき・・・
　私は・私たちは、支えてくれている人や物に感謝す
る気持ちを「恩」と言う。日本語の五十音も最後は「わ
をん」と「恩」で終わっている。ちなみに、始まりは「あ
いうえお」と「愛」で始まっている。
　私はこの原稿を書くにあたりこの一年間を振り返っ
たとき、たくさんの人からたくさんの「恩」と「愛」を受
けてきたと感じています。学生の皆さん、教職員の皆
さん、そして、The Peace Fellows の皆さん、一年間
ありがとうございました。

恩と愛 The Peace Fellows  部長
3年  原 梨沙子

　私は、The Peace Fellowsに所属し、3年が経とうとしています。今までの活動や経験を振り返
ると、ボランティア活動に参加する責任感や、何のためにボランティアをするのかなど、多くのこと
を考える機会がありました。その中で、自分が何となくボランティアに取り組んでいる瞬間があっ
た事に気付かされ、同時に、今まで以上にボランティアに真摯に向き合っていきたいと思わされま

した。直接人と触れ合う活動が難しい今、新たな形で人が繋がり支援し合えるように、SNSで意見を発信し、考えを
共有できるような活動に力を入れ、これからもThe Peace Fellowsとして一つひとつの活動に励んでいきたいです。

　私はボランティアサークルに所属し、心の持ち方や考え方が変わり、就職活動にも活かすこと
が出来ました。特に印象に残った活動は「フードバンク山梨」での箱詰めのボランティアです。今
まで行ってきた寄付をするボランティアとは異なり、自分の手で寄付を受ける家庭のことを名簿
で確認し、どのようなものをどのくらい必要としているのかを考えながら、集まったものを箱詰め
していきました。寄付されたものが必要としている人にどう届くのかを体験することで、ボランティアの重要性を改めて
実感し、相手の気持ちを意識するように自分の考えが変わった瞬間でした。

The Peace Fellowsの一員として
3年  増田 笑陽

フードバンク山梨の支援に携わって
4年  西嶋 ひなた

5

4月1日（木） ペットボトルキャップ　約19kg寄付
 （寄付金3,768円に換算）　
 ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、
 はしか 95円、DPT 9円
4月 アイシティ eco プロジェクト活動に参加
 アイシティ eco プロジェクト活動は、「空ケースの再
 資源化による環境保全」、「障がい者の自立・就労
 支援」、「日本アイバンク協会への寄付」に繋がる活動 
 です。
4月13日（火） サークル紹介
4月28日（水） 2年生の展開ゼミでサークル紹介
5月19日（水） サークルブース設置
6月16日（水） 新入部学生（18名）の歓迎会Part1.自己紹介
6月23日（水） 新入部学生の歓迎会Part2.レクレーション
6月30日（水） ペットボトルキャップ回収　
7月7日（水） ペットボトルキャップ回収　
7月 山梨ダルクの支援（石鹸や洗剤などの日用品を募る）
 7月9日（金）～8月4日（水）
 フードバンク山梨の支援（食品や文房具を募る）
 7月9日（金）～8月4日（水）

夏季休暇中
8月4日（水）～7日（土）甲府YWCAピースフェスタ2021の
 お手伝い（会場設営、展示の設置、撤去）
8月12日（木）フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）
8月13日（金）フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め） 
8月17日（火）山梨ダルクの見学

＊合宿は実施できませんでした。

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンターの諸行事をサポートしています活活 動動 報報 告告

10月13日（水）～11月5日（金）おにぎりアクション2021
 おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿するこ
 とで、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届ける
 ことのできるアクションです。323枚の写真の投稿が、
 1615食分の給食に変わりました。
10月17日（日） 貧困撲滅のための国際デー
10月20日（水） 半日修養会 受付奉仕
11月～12月 山梨ダルク ピアカウンセリング見学
 11月12日、19日、24日、26日、12月2日
11月29日（月） ペットボトルキャップ　約28kg寄付
 （寄付金3,846円に換算）
11月30日（火） クリスマスツリー点火祭奉仕
12月 山梨ダルクの支援（石鹸や洗剤などの日用品を募
 る）12月6日（月）～12月21日（火）
 フードバンク山梨の支援（食品や文房具を募る）
 12月6日（月）～12月21日（火）
12月8日（水） チャペルアワー奉仕（奨励：山梨ダルク）
12月14日（火） 燭火礼拝奉仕
12月17日（金） クリスマス礼拝奉仕（受付・献金など）
12月21日（火） 山梨ダルクとフードバンク山梨への寄付、仕分け作業
12月22日（水） コンタクト空きケース寄付（寄付先：アイシティ）
12月23日（木） 山梨ダルクとフードバンク山梨へ寄付
12月27日（月） フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）
1月26日（水） フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）

定例の部会定例の部会

親睦を深めるためのレクレーション大会親睦を深めるためのレクレーション大会 フードバンクへの寄付もたくさん集まりましたフードバンクへの寄付もたくさん集まりました

賞味期限別に仕分けし、フードバンク山梨に届けました賞味期限別に仕分けし、フードバンク山梨に届けました

フードバンクの倉庫で箱詰めのお手伝いをしましたフードバンクの倉庫で箱詰めのお手伝いをしました

日用品を山梨ダルクに届けました日用品を山梨ダルクに届けました

半日修養会のお手伝い半日修養会のお手伝い
クリスマス礼拝での献金奉仕クリスマス礼拝での献金奉仕

新たな取り組み
コンタクトの空ケースを集め寄付しました

新たな取り組み
コンタクトの空ケースを集め寄付しました

アイシティecoプロジェクト
「感謝状」をいただきました
アイシティecoプロジェクト
「感謝状」をいただきました
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Chapel news
ボランティアサークル The Peace Fellows

　こんにちは。皆さん、お元気ですか？（私は毎日元気
です！）今年もボランティア活動にたくさん協力してくだ
さり、ありがとうございました！
　私は・私たちは、隣人を思い、社会との繋がりを大切
に「自分たちにできることは何か」と常に考え、活動し
てきました。今年度はフードバンク山梨と山梨ダルク、
そして新たな活動であるコンタクト空ケース回収に力
を入れてきました。
集まった個数は以下です↓↓
　　フードバンク山梨・・・食品や文房具など423個
　　山梨ダルク・・・洗剤やタオルなどの日用品150個
　　コンタクト空ケース・・・2351個
　これらの活動はどれも私一人の力ではなく、協力し
てくださった皆さんの力のおかげです。コロナ禍で大
学へ行く回数が激減した中でも、在学生から「これは
集めていますか？」や「これは持っていってもいいので
すか？」「少しでも力になりたいです」などのメールをい
ただきました。とても嬉しかったです。本当にありがとう
ございました！私たちは皆さんの力によって、支援先の
諸団体や企業からたくさんの【ありがとう♡】をいただ

くことができました。
　ボランティア活動を通して、支
援を必要としている方のお手伝
いができ、本当に光栄に思いま
す。また皆さんに活動を支えていただいたおかげで感
謝の言葉をいただくことができ、私は本当に幸せ者で
す。これからもその思いを大切に、そしてその思いを必
要としている方と分け合うことができるような人になり
たいです。
最後のつぶやき・・・
　私は・私たちは、支えてくれている人や物に感謝す
る気持ちを「恩」と言う。日本語の五十音も最後は「わ
をん」と「恩」で終わっている。ちなみに、始まりは「あ
いうえお」と「愛」で始まっている。
　私はこの原稿を書くにあたりこの一年間を振り返っ
たとき、たくさんの人からたくさんの「恩」と「愛」を受
けてきたと感じています。学生の皆さん、教職員の皆
さん、そして、The Peace Fellows の皆さん、一年間
ありがとうございました。

恩と愛 The Peace Fellows  部長
3年  原 梨沙子

　私は、The Peace Fellowsに所属し、3年が経とうとしています。今までの活動や経験を振り返
ると、ボランティア活動に参加する責任感や、何のためにボランティアをするのかなど、多くのこと
を考える機会がありました。その中で、自分が何となくボランティアに取り組んでいる瞬間があっ
た事に気付かされ、同時に、今まで以上にボランティアに真摯に向き合っていきたいと思わされま

した。直接人と触れ合う活動が難しい今、新たな形で人が繋がり支援し合えるように、SNSで意見を発信し、考えを
共有できるような活動に力を入れ、これからもThe Peace Fellowsとして一つひとつの活動に励んでいきたいです。

　私はボランティアサークルに所属し、心の持ち方や考え方が変わり、就職活動にも活かすこと
が出来ました。特に印象に残った活動は「フードバンク山梨」での箱詰めのボランティアです。今
まで行ってきた寄付をするボランティアとは異なり、自分の手で寄付を受ける家庭のことを名簿
で確認し、どのようなものをどのくらい必要としているのかを考えながら、集まったものを箱詰め
していきました。寄付されたものが必要としている人にどう届くのかを体験することで、ボランティアの重要性を改めて
実感し、相手の気持ちを意識するように自分の考えが変わった瞬間でした。

The Peace Fellowsの一員として
3年  増田 笑陽

フードバンク山梨の支援に携わって
4年  西嶋 ひなた
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4月1日（木） ペットボトルキャップ　約19kg寄付
 （寄付金3,768円に換算）　
 ワクチン参考価格：ポリオ20円、MMR 114円、
 はしか 95円、DPT 9円
4月 アイシティ eco プロジェクト活動に参加
 アイシティ eco プロジェクト活動は、「空ケースの再
 資源化による環境保全」、「障がい者の自立・就労
 支援」、「日本アイバンク協会への寄付」に繋がる活動 
 です。
4月13日（火） サークル紹介
4月28日（水） 2年生の展開ゼミでサークル紹介
5月19日（水） サークルブース設置
6月16日（水） 新入部学生（18名）の歓迎会Part1.自己紹介
6月23日（水） 新入部学生の歓迎会Part2.レクレーション
6月30日（水） ペットボトルキャップ回収　
7月7日（水） ペットボトルキャップ回収　
7月 山梨ダルクの支援（石鹸や洗剤などの日用品を募る）
 7月9日（金）～8月4日（水）
 フードバンク山梨の支援（食品や文房具を募る）
 7月9日（金）～8月4日（水）

夏季休暇中
8月4日（水）～7日（土）甲府YWCAピースフェスタ2021の
 お手伝い（会場設営、展示の設置、撤去）
8月12日（木）フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）
8月13日（金）フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め） 
8月17日（火）山梨ダルクの見学

＊合宿は実施できませんでした。

学内外でのボランティア活動や
チャペルセンターの諸行事をサポートしています活活 動動 報報 告告

10月13日（水）～11月5日（金）おにぎりアクション2021
 おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿するこ
 とで、アジア・アフリカのこどもたちに給食を届ける
 ことのできるアクションです。323枚の写真の投稿が、
 1615食分の給食に変わりました。
10月17日（日） 貧困撲滅のための国際デー
10月20日（水） 半日修養会 受付奉仕
11月～12月 山梨ダルク ピアカウンセリング見学
 11月12日、19日、24日、26日、12月2日
11月29日（月） ペットボトルキャップ　約28kg寄付
 （寄付金3,846円に換算）
11月30日（火） クリスマスツリー点火祭奉仕
12月 山梨ダルクの支援（石鹸や洗剤などの日用品を募
 る）12月6日（月）～12月21日（火）
 フードバンク山梨の支援（食品や文房具を募る）
 12月6日（月）～12月21日（火）
12月8日（水） チャペルアワー奉仕（奨励：山梨ダルク）
12月14日（火） 燭火礼拝奉仕
12月17日（金） クリスマス礼拝奉仕（受付・献金など）
12月21日（火） 山梨ダルクとフードバンク山梨への寄付、仕分け作業
12月22日（水） コンタクト空きケース寄付（寄付先：アイシティ）
12月23日（木） 山梨ダルクとフードバンク山梨へ寄付
12月27日（月） フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）
1月26日（水） フードバンク山梨でのボランティア（食品の箱詰め）

定例の部会定例の部会

親睦を深めるためのレクレーション大会親睦を深めるためのレクレーション大会 フードバンクへの寄付もたくさん集まりましたフードバンクへの寄付もたくさん集まりました

賞味期限別に仕分けし、フードバンク山梨に届けました賞味期限別に仕分けし、フードバンク山梨に届けました

フードバンクの倉庫で箱詰めのお手伝いをしましたフードバンクの倉庫で箱詰めのお手伝いをしました

日用品を山梨ダルクに届けました日用品を山梨ダルクに届けました

半日修養会のお手伝い半日修養会のお手伝い
クリスマス礼拝での献金奉仕クリスマス礼拝での献金奉仕

新たな取り組み
コンタクトの空ケースを集め寄付しました

新たな取り組み
コンタクトの空ケースを集め寄付しました

アイシティecoプロジェクト
「感謝状」をいただきました
アイシティecoプロジェクト
「感謝状」をいただきました
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牧師／シンガーソングライター。
1965年生れ。山口県宇部市出身。牧師家庭に生まれ育つ。
関西学院大学神学部在学中の1988年にシンガーソングライターとしてメジャーデビュー。以
降、11枚のオリジナルアルバムなどをリリース。TV番組主題歌･ＣＭソング等も手がけ、作家
としても多くのシンガーに楽曲を提供（最近では元キャンディーズの伊藤蘭ソロデビューアル
バムに楽曲提供）。ラジオ番組DJ、山口ふるさと大使、音楽プロデューサー等、活動は多岐に渡
る。
中座した学びを再開し、2007年に日本聖書神学校を卒業。日本キリスト教団東美教会（東京･
吉祥寺）牧師となる。音楽活動とは別に、「ミュージシャン＆クリスチャン」という立場で
「チャーチコンサート」などを全国で行っている。

プロフィール

著  書

 講師　陣内 大蔵 氏

2021年10月20日（水）10時～11時40分半日修養会

　主の御名を賛美します。
　2022年に入りました。今年はきっと諸々整えられていって、素敵な
年になっていくと希望を持っています。皆さんの学生生活もより一層
有意義で有機的なものになっていくように心から願っています！
　さて、昨年秋にお邪魔させて頂き講演をしました。講演というか公
演というか、歌を交えながら話をさせて頂く形。ちょうど世の中の状況
も落ち着いた時期でしたので、直接学生の皆さんの前で行えたことが
とても嬉しかったです。当日はオンラインでの参加の方々もいて、ハイ
ブリッドでお届けできました。直接質問して下さったりオンラインでの
レスポンスを下さったりと、皆さんと交われたことがとても良かったで
す。今、私が仕えている教会（日本キリスト教団 東美教会）もそうです
し、ときどき催す自分自身の音楽のライブもそうですが、直接の方々と
オンラインの方々両方にアプローチできるという意味では、それ以前
よりも色んな可能性が広がったと言えるのではないかなと思います。
　さて、講演では新約聖書の言葉を紹介させて頂きました。ルカによ
る福音書17章20～21節「ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来る
のかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形で
は来ない。『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。実に、
神の国はあなたがたの間にあるのだ。」」私自身がこの言葉を20代後
半になって改めて心に刻んだという話をさせてもらいました。シン
ガーソングライターとして1年に1枚ほど自分のアルバムをレコード会
社からリリースするということを繰り返していた頃のこと。デビューし
てしばらくはガムシャラでしたから自分が持てるすべてを作曲作詞に
費やしましたし、それなりに形になって納得もしていました。当時の自
分はある種完全主義的なところがあったので、頭の中に生まれてくる
音楽をとにかく形にしたいと思っていました。出来上がっていく過程
で違和感があると「それは僕のイメージと違う」なんて言いながら、頭
の中の音楽の再現に取り組んでいました。もちろんそれは一つの方法
論で意味のあるクリエイティビティーだと思います。でも、一人の人間
にはやっぱり限界がやってきます。4枚目、5枚目とアルバムをリリース
していきますとだんだん自分が枯渇していくのがわかります。アイディ
アが尽きつつあるという危機感から、刺激やアイディアを求めて色ん
なことをしました。ところが、のた打ち回ってあがいても、踏ん張って頑
張っても、どうやってもアイディアが浮かんでこない楽曲がありまし
た。70％くらいは出来上がっているんですけれどそこから先に進めな
い…でも締め切りは迫ってくる。困ってしまった私は落ち込んだ気持
ちで初めて妥協をします。「もうしょうがない。先日ギターリストが言っ
ていたアイディアを30％ほど採用させてもらって、僕の70％とあわせ

てやり過ごすしかもう手がない」どんよりと暗い気持ちでスタジオに
入りました。ところが結果的にその楽曲は100％になりませんでした。
なんと150％、160％にもなってとても素敵な仕上がりになったので
す。化学変化が起きた感じとでもいいましょうか、周りの関係者も仲
間達も誰もが納得する成果もあげられました。私自身、その経験でと
ても驚きつつ、上記の聖書の言葉が頭に浮かびました。「神の国」と訳
されている言葉は「神の領域」という意味です。「神の御力が働く領域
は、あなたがたの只中にあるのだよ」とイエスが言っている場面です。
私の場合、「自分の限界を感じ、しかし人との関係性の中でその壁を
ヒョイと超えさせてもらった」という経験を「音楽の場」で経験しまし
た。この話をすると、私の同世代の大抵の人が頷いてくれます。皆さん
仕事のフィールドは違えど、似たような経験をされてきたのでしょう。
自分自身の限界のその先には、関係性という可能性があるのです。限
界まで突き詰めるのはとても素敵なことですし、意味あることです。し
かし、そこで行き場所がなくなったからといってもそれは終わりでは
なく、「人との交わりや関りの中に新しい希望はあるんだな」と感じた
のが30歳手前でした。それ以来、セッションするのが好きになり、相手
との関りの中で仕上がっていく音楽がとても楽しくなりました。もちろ
ん成功ばかりではありませんけれど、予想を良い意味で裏切られて素
敵なものになるという経験が今も続いています。もちろん音楽以外の
ことに対しても、この経験は私自身にとって意味あることとなりまし
た。人との関りや交わりの意義や可能性、そこには神さまが力を添え
てくれる領域があるのだと希望を持って信じています。
　それ以来、先ほどの聖書の箇所がとても身近に感じられるようにな
りましたけれど、色んな聖書の言葉が身に染みるというのはやはり社
会に出てからでした。祖父も父親も牧師という家庭で育ち当たり前の
ように知っていた聖書の言葉ですが、本当に心に響いてくるのは「知
識」としてではなく「経験」を伴ってこそでした。自分のこととして出来
事が起こる時、傷ついたり落ち込んだり立ち止まったり、困難に相対
する時に随分と聖書の言葉に助けられてきました。皆さんも山梨英和
大学において聖書の言葉に触れる機会が多くあると思います。そして
これから社会に出ていく皆さんは、きっとその経験の中で聖書の言葉
を思い出すことがあるでしょう。人生の様々な季節において、心に浮か
び上がる聖書の言葉がきっとあるでしょう。それはあなたを励まし、落
ち着かせて、希望を抱かせてくれるはずです。
　どうか、皆さんお一人お一人のこれからの歩みが、神さまによって
整えられ、導かれて、守られますように心からお祈りしています。また
ぜひどこかでお会いしましょうね！

『僕んちは教会だった』  （日本キリスト教団出版局）
『そして僕は、今日も歌おう。』  （日本キリスト教団出版局）など

C   D

「GOLDEN☆BEST陣内大蔵」  （SONY MUSIC）

あなたと私の間には…
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　私は本学へ入学するにあたり、「絶対にやるべきこと」をいくつか決めて
いました。そのうちの一つは、ボランティアサークル“The Peace Fellows”
に入部することでした。入学前にThe Peace Fellowsの取り組みが掲載
された新聞記事を見て、興味を持ったことがきっかけです。知り合いもい
なかった入学当初、積極性と行動力に欠ける自分の性格と向き合い、勇気
を出して部会へ赴いた4年前の日を今でも覚えています。
　The Peace Fellowsで積んだ様々な経験は、多くの学びと出会いを私
にもたらしてくれました。とくに、フードドライブや、やまなしライフサポー
トの炊き出しを始めとする活動、山梨ダルクの見学は忘れ難い経験となり
ました。支援が必要とされる背景には、目を背けたくなるような社会課題
があります。それらと向き合うことで、自分と自分の周辺だけが世界の全
てではないと気付かされました。
　また、活動先で出会った方 と々の関わりは、刹那的で、1日限りになるこ
とも少なくありません。そんな一瞬の繋がりが、自分の一生を左右するよ
うな気付きを与えてくれるのです。些細な出会いを大切に思えるように
なったことは、同時に、今近くで支えてくれている人たちを、より一層大切
だと思えるようになることでした。そして、時に支え合いながら、活動を共
にしたThe Peace Fellowsの仲間たちには、4年間を通して、たくさんの
刺激を与えられました。部員の大多数は、The Peace Fellowsから派生し
て幅広い活動をしています。各々が様々な活動をし、刺激を与え合う関係
性が築かれている、それがThe Peace Fellowsの魅力の一つだと感じて
います。その拠点となっているチャペルセンターは、The Peace Fellows
へ入部した私に、思いがけず与えられた居場所でした。真摯に向き合って
くれる先生方や、明るく寄り添ってくれる学生たちが集う場所です。そし
て、積極性と行動力に欠ける私にとっては、活動の幅を広げるきっかけを

与えてくれる場所でした。
　そこで私は「よっちゃばれキャンプ」
という学外活動と出会いました。福島
の子どもたちのための保養キャンプで
ある「よっちゃばれキャンプ」のスタッ
フとして、震災から時が経った「今」と
向き合えた時間は有意義なものでし
た。なにより、参加者である子どもた
ちの楽しい記憶として、自分たちが企画したものが残ることは幸せなこと
だと感じました。また、「よっちゃばれキャンプ」では、企画・運営に加え、
チラシや報告書の発行などの仕事を任せて頂きました。もの作りや資料作
成が好きだった私にとって、自分の好きなことや得意なことを集団の中で
活かせた経験は、大きな喜びと自信に繋がりました。
　The Peace Fellowsへの入部を出発点として、チャペルセンターの輪の
一員となれたことで、心から尊敬できる方々と出会い、自分の世界が広
がったと実感しています。
　最後に、私は4年間で積み上げたこれらの経験を通して、自分の手が届
きそうもない範囲にも目を向け、耳を傾け、手を差し伸べてみようと行動
できる人でありたい、と思うようになりました。自分の将来像を職業と結び
つけ、「将来の夢なんかない」と嘆きがちだった私にとって、「将来こうあり
たい自分」を見つけられたことは大きな成長だったと思います。The 
Peace Fellowsを含め、たくさんの出会いや、幅広い学びの場を与えてく
ださった環境に心から感謝するとともに、これからも多くの英和生が、本
学で実りある時間を過ごせますよう祈っています。

自分の世界を広げてくれた場所 4年　古屋　優歌

　　　　　

　部屋の掃除をしていた際に、黄色のノートが見つかりました。表紙には
『山梨英和大学2年次編入学試験 面接対策』という題名。1ページ目の
端っこには「敬神・愛人・自修が校訓！！」と書かれ、丸く何度もグルグルし
ていた筆跡があります。ノートの題名の通り、私は3年前に山梨英和大学
に2年次編入学をしました。ところが、編入学をした学生ということで同じ
学年の人とは1年の差があり、既に友達が出来ている学生たちの中、ひと
り孤立していました。前の大学とは異なる授業体系なところ。入学当時、
不安で仕方ありませんでした。入学して数週間、「先生と話ができたり、
友達できたりしないかな…」そんな簡単な理由で初めてチャペルセンター
の扉をあけたことを思い出します。
　そして、チャペルセンターで様々な活動に向き合いましたが、なかでも多
くの学びがあったのは「My C.」というグループでの活動です。所属してい
るメンバーそれぞれが、新型コロナウイルスが流行する直前まで「自分の
学んでみたいことに挑戦をしよう」と決め、準備をしていた中、感染症の影
響でプログラムや計画は中止。「挑戦や成長したい」という熱意を違う形
で実現したいと考え、発足したグループです。「My C.」というのは“My 
Color”の略称で、「自分の色や考えを大事にする、そして他者の色や考え
も尊重していく」という想いを込めてつけたグループ名です。メンバーそれ
ぞれが、ジェンダー、平和、環境、人権、多様性などの社会問題に関心を
持っています。月に一度のペースで、そのような問題に直面した当事者の方
を実際に講師として招き、直接学ぶ時間。メンバー同士で自由に意見を共
有する時間。学びをさらに深める活動を企画するというサイクルで活動を
しています。また、「社会問題の解決にむけて、進んでアクションできる人
たちを増やしたい」という思いも持っているためイベントの企画なども行っ
ています。
　このグループに所属しようと思った理由は、社会問題について仲間と共
に学びを深めたい。自分の価値観から出る言動の中で、知らない間に他者
を傷つけてしまうことを極力減らしたい。もっと他者の気持ちに寄り添える
人間になりたいと思ったからです。コロナ禍で人と人との距離が生まれた
分、自分の生き方や他者との関わり方について考えた人は多いと思いま
す。私もその一人です。これまでの人付き合いや未来の自分を考えた時に
「自分を変えたい」という気持ちが強くなりました。活動の中で多くの人と

出会い、それぞれの考え方や生き方を
知り、自分の中にある価値観が全てで
はないことを改めて実感し、自分らし
さや相手らしさを大切にすることを学
んできました。また、自分たちでイベン
トを企画し、チームの中で自分ができ
ることは何かを考え協力していくこと
は、達成できる度に絆や自信へと繋が
りました。
　山梨英和大学には「敬神・愛人・自修」という校訓があります。ノートに
記した時の私はこの意味をしっかり理解できていなかったと今感じます。
キリスト教精神に基づく大学に在学できたこと、「My C.」に所属できたこ
とで、私は「他者に寄り添い、愛し、許し、思いやる大切さ」を学べたと感
じています。「先生と話ができたり、友達できたりしないかな…」そんな気
持ちであけたチャペルセンターの扉の先は、温かい顔で迎えてくださる絹
さんや洪先生。授業とは異なりプライベートな話をしてくださる先生。笑い
話も悩みも共有できる仲間や友達が居ました。いつの間にか、話ができる
人や仲間は増え、「今日は誰が居るか、どんな面白い話が聞けるのか」扉の
前でワクワクしている自分に変わっていました。「他者と共に在る」、チャ
ペルセンターはそういう場所です。そこに居た人たちのおかげで、私の価
値観も変化し、大学生活はより楽しく充実したものとなり、支えられていま
した。
　環境が変わること、新しいものに挑戦すること、弱い自分を見つめるこ
と。こういう時にはいつも、不安や痛み、失敗した過去が私たちの邪魔を
してきて、行動しにくくさせます。しかし、簡単な理由でチャペルセンター
の扉をあけた私のように、行動することで「何かは得られる」と私は考えて
います。成功しても失敗しても次の扉を照らす灯りになる。これから社会人
になりますが、大学や「My C.」で学んだことは卒業をしたから終わるので
はなく、これから活かすものだと思います。自分自身のアップデート、他者
に寄り添った考え方、社会問題への知識や関心。扉の先にあったものを途
切らせることの無いように大切にしながら、また次の扉を開け、果敢に挑
戦していきたいと思います。

扉の先にあったもの 4年　酒井　佑貴
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し、ときどき催す自分自身の音楽のライブもそうですが、直接の方々と
オンラインの方々両方にアプローチできるという意味では、それ以前
よりも色んな可能性が広がったと言えるのではないかなと思います。
　さて、講演では新約聖書の言葉を紹介させて頂きました。ルカによ
る福音書17章20～21節「ファリサイ派の人々が、神の国はいつ来る
のかと尋ねたので、イエスは答えて言われた。「神の国は、見える形で
は来ない。『ここにある』『あそこにある』と言えるものでもない。実に、
神の国はあなたがたの間にあるのだ。」」私自身がこの言葉を20代後
半になって改めて心に刻んだという話をさせてもらいました。シン
ガーソングライターとして1年に1枚ほど自分のアルバムをレコード会
社からリリースするということを繰り返していた頃のこと。デビューし
てしばらくはガムシャラでしたから自分が持てるすべてを作曲作詞に
費やしましたし、それなりに形になって納得もしていました。当時の自
分はある種完全主義的なところがあったので、頭の中に生まれてくる
音楽をとにかく形にしたいと思っていました。出来上がっていく過程
で違和感があると「それは僕のイメージと違う」なんて言いながら、頭
の中の音楽の再現に取り組んでいました。もちろんそれは一つの方法
論で意味のあるクリエイティビティーだと思います。でも、一人の人間
にはやっぱり限界がやってきます。4枚目、5枚目とアルバムをリリース
していきますとだんだん自分が枯渇していくのがわかります。アイディ
アが尽きつつあるという危機感から、刺激やアイディアを求めて色ん
なことをしました。ところが、のた打ち回ってあがいても、踏ん張って頑
張っても、どうやってもアイディアが浮かんでこない楽曲がありまし
た。70％くらいは出来上がっているんですけれどそこから先に進めな
い…でも締め切りは迫ってくる。困ってしまった私は落ち込んだ気持
ちで初めて妥協をします。「もうしょうがない。先日ギターリストが言っ
ていたアイディアを30％ほど採用させてもらって、僕の70％とあわせ

てやり過ごすしかもう手がない」どんよりと暗い気持ちでスタジオに
入りました。ところが結果的にその楽曲は100％になりませんでした。
なんと150％、160％にもなってとても素敵な仕上がりになったので
す。化学変化が起きた感じとでもいいましょうか、周りの関係者も仲
間達も誰もが納得する成果もあげられました。私自身、その経験でと
ても驚きつつ、上記の聖書の言葉が頭に浮かびました。「神の国」と訳
されている言葉は「神の領域」という意味です。「神の御力が働く領域
は、あなたがたの只中にあるのだよ」とイエスが言っている場面です。
私の場合、「自分の限界を感じ、しかし人との関係性の中でその壁を
ヒョイと超えさせてもらった」という経験を「音楽の場」で経験しまし
た。この話をすると、私の同世代の大抵の人が頷いてくれます。皆さん
仕事のフィールドは違えど、似たような経験をされてきたのでしょう。
自分自身の限界のその先には、関係性という可能性があるのです。限
界まで突き詰めるのはとても素敵なことですし、意味あることです。し
かし、そこで行き場所がなくなったからといってもそれは終わりでは
なく、「人との交わりや関りの中に新しい希望はあるんだな」と感じた
のが30歳手前でした。それ以来、セッションするのが好きになり、相手
との関りの中で仕上がっていく音楽がとても楽しくなりました。もちろ
ん成功ばかりではありませんけれど、予想を良い意味で裏切られて素
敵なものになるという経験が今も続いています。もちろん音楽以外の
ことに対しても、この経験は私自身にとって意味あることとなりまし
た。人との関りや交わりの意義や可能性、そこには神さまが力を添え
てくれる領域があるのだと希望を持って信じています。
　それ以来、先ほどの聖書の箇所がとても身近に感じられるようにな
りましたけれど、色んな聖書の言葉が身に染みるというのはやはり社
会に出てからでした。祖父も父親も牧師という家庭で育ち当たり前の
ように知っていた聖書の言葉ですが、本当に心に響いてくるのは「知
識」としてではなく「経験」を伴ってこそでした。自分のこととして出来
事が起こる時、傷ついたり落ち込んだり立ち止まったり、困難に相対
する時に随分と聖書の言葉に助けられてきました。皆さんも山梨英和
大学において聖書の言葉に触れる機会が多くあると思います。そして
これから社会に出ていく皆さんは、きっとその経験の中で聖書の言葉
を思い出すことがあるでしょう。人生の様々な季節において、心に浮か
び上がる聖書の言葉がきっとあるでしょう。それはあなたを励まし、落
ち着かせて、希望を抱かせてくれるはずです。
　どうか、皆さんお一人お一人のこれからの歩みが、神さまによって
整えられ、導かれて、守られますように心からお祈りしています。また
ぜひどこかでお会いしましょうね！

『僕んちは教会だった』  （日本キリスト教団出版局）
『そして僕は、今日も歌おう。』  （日本キリスト教団出版局）など

C   D

「GOLDEN☆BEST陣内大蔵」  （SONY MUSIC）
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　私は本学へ入学するにあたり、「絶対にやるべきこと」をいくつか決めて
いました。そのうちの一つは、ボランティアサークル“The Peace Fellows”
に入部することでした。入学前にThe Peace Fellowsの取り組みが掲載
された新聞記事を見て、興味を持ったことがきっかけです。知り合いもい
なかった入学当初、積極性と行動力に欠ける自分の性格と向き合い、勇気
を出して部会へ赴いた4年前の日を今でも覚えています。
　The Peace Fellowsで積んだ様々な経験は、多くの学びと出会いを私
にもたらしてくれました。とくに、フードドライブや、やまなしライフサポー
トの炊き出しを始めとする活動、山梨ダルクの見学は忘れ難い経験となり
ました。支援が必要とされる背景には、目を背けたくなるような社会課題
があります。それらと向き合うことで、自分と自分の周辺だけが世界の全
てではないと気付かされました。
　また、活動先で出会った方 と々の関わりは、刹那的で、1日限りになるこ
とも少なくありません。そんな一瞬の繋がりが、自分の一生を左右するよ
うな気付きを与えてくれるのです。些細な出会いを大切に思えるように
なったことは、同時に、今近くで支えてくれている人たちを、より一層大切
だと思えるようになることでした。そして、時に支え合いながら、活動を共
にしたThe Peace Fellowsの仲間たちには、4年間を通して、たくさんの
刺激を与えられました。部員の大多数は、The Peace Fellowsから派生し
て幅広い活動をしています。各々が様々な活動をし、刺激を与え合う関係
性が築かれている、それがThe Peace Fellowsの魅力の一つだと感じて
います。その拠点となっているチャペルセンターは、The Peace Fellows
へ入部した私に、思いがけず与えられた居場所でした。真摯に向き合って
くれる先生方や、明るく寄り添ってくれる学生たちが集う場所です。そし
て、積極性と行動力に欠ける私にとっては、活動の幅を広げるきっかけを

与えてくれる場所でした。
　そこで私は「よっちゃばれキャンプ」
という学外活動と出会いました。福島
の子どもたちのための保養キャンプで
ある「よっちゃばれキャンプ」のスタッ
フとして、震災から時が経った「今」と
向き合えた時間は有意義なものでし
た。なにより、参加者である子どもた
ちの楽しい記憶として、自分たちが企画したものが残ることは幸せなこと
だと感じました。また、「よっちゃばれキャンプ」では、企画・運営に加え、
チラシや報告書の発行などの仕事を任せて頂きました。もの作りや資料作
成が好きだった私にとって、自分の好きなことや得意なことを集団の中で
活かせた経験は、大きな喜びと自信に繋がりました。
　The Peace Fellowsへの入部を出発点として、チャペルセンターの輪の
一員となれたことで、心から尊敬できる方々と出会い、自分の世界が広
がったと実感しています。
　最後に、私は4年間で積み上げたこれらの経験を通して、自分の手が届
きそうもない範囲にも目を向け、耳を傾け、手を差し伸べてみようと行動
できる人でありたい、と思うようになりました。自分の将来像を職業と結び
つけ、「将来の夢なんかない」と嘆きがちだった私にとって、「将来こうあり
たい自分」を見つけられたことは大きな成長だったと思います。The 
Peace Fellowsを含め、たくさんの出会いや、幅広い学びの場を与えてく
ださった環境に心から感謝するとともに、これからも多くの英和生が、本
学で実りある時間を過ごせますよう祈っています。

自分の世界を広げてくれた場所 4年　古屋　優歌

　　　　　

　部屋の掃除をしていた際に、黄色のノートが見つかりました。表紙には
『山梨英和大学2年次編入学試験 面接対策』という題名。1ページ目の
端っこには「敬神・愛人・自修が校訓！！」と書かれ、丸く何度もグルグルし
ていた筆跡があります。ノートの題名の通り、私は3年前に山梨英和大学
に2年次編入学をしました。ところが、編入学をした学生ということで同じ
学年の人とは1年の差があり、既に友達が出来ている学生たちの中、ひと
り孤立していました。前の大学とは異なる授業体系なところ。入学当時、
不安で仕方ありませんでした。入学して数週間、「先生と話ができたり、
友達できたりしないかな…」そんな簡単な理由で初めてチャペルセンター
の扉をあけたことを思い出します。
　そして、チャペルセンターで様々な活動に向き合いましたが、なかでも多
くの学びがあったのは「My C.」というグループでの活動です。所属してい
るメンバーそれぞれが、新型コロナウイルスが流行する直前まで「自分の
学んでみたいことに挑戦をしよう」と決め、準備をしていた中、感染症の影
響でプログラムや計画は中止。「挑戦や成長したい」という熱意を違う形
で実現したいと考え、発足したグループです。「My C.」というのは“My 
Color”の略称で、「自分の色や考えを大事にする、そして他者の色や考え
も尊重していく」という想いを込めてつけたグループ名です。メンバーそれ
ぞれが、ジェンダー、平和、環境、人権、多様性などの社会問題に関心を
持っています。月に一度のペースで、そのような問題に直面した当事者の方
を実際に講師として招き、直接学ぶ時間。メンバー同士で自由に意見を共
有する時間。学びをさらに深める活動を企画するというサイクルで活動を
しています。また、「社会問題の解決にむけて、進んでアクションできる人
たちを増やしたい」という思いも持っているためイベントの企画なども行っ
ています。
　このグループに所属しようと思った理由は、社会問題について仲間と共
に学びを深めたい。自分の価値観から出る言動の中で、知らない間に他者
を傷つけてしまうことを極力減らしたい。もっと他者の気持ちに寄り添える
人間になりたいと思ったからです。コロナ禍で人と人との距離が生まれた
分、自分の生き方や他者との関わり方について考えた人は多いと思いま
す。私もその一人です。これまでの人付き合いや未来の自分を考えた時に
「自分を変えたい」という気持ちが強くなりました。活動の中で多くの人と

出会い、それぞれの考え方や生き方を
知り、自分の中にある価値観が全てで
はないことを改めて実感し、自分らし
さや相手らしさを大切にすることを学
んできました。また、自分たちでイベン
トを企画し、チームの中で自分ができ
ることは何かを考え協力していくこと
は、達成できる度に絆や自信へと繋が
りました。
　山梨英和大学には「敬神・愛人・自修」という校訓があります。ノートに
記した時の私はこの意味をしっかり理解できていなかったと今感じます。
キリスト教精神に基づく大学に在学できたこと、「My C.」に所属できたこ
とで、私は「他者に寄り添い、愛し、許し、思いやる大切さ」を学べたと感
じています。「先生と話ができたり、友達できたりしないかな…」そんな気
持ちであけたチャペルセンターの扉の先は、温かい顔で迎えてくださる絹
さんや洪先生。授業とは異なりプライベートな話をしてくださる先生。笑い
話も悩みも共有できる仲間や友達が居ました。いつの間にか、話ができる
人や仲間は増え、「今日は誰が居るか、どんな面白い話が聞けるのか」扉の
前でワクワクしている自分に変わっていました。「他者と共に在る」、チャ
ペルセンターはそういう場所です。そこに居た人たちのおかげで、私の価
値観も変化し、大学生活はより楽しく充実したものとなり、支えられていま
した。
　環境が変わること、新しいものに挑戦すること、弱い自分を見つめるこ
と。こういう時にはいつも、不安や痛み、失敗した過去が私たちの邪魔を
してきて、行動しにくくさせます。しかし、簡単な理由でチャペルセンター
の扉をあけた私のように、行動することで「何かは得られる」と私は考えて
います。成功しても失敗しても次の扉を照らす灯りになる。これから社会人
になりますが、大学や「My C.」で学んだことは卒業をしたから終わるので
はなく、これから活かすものだと思います。自分自身のアップデート、他者
に寄り添った考え方、社会問題への知識や関心。扉の先にあったものを途
切らせることの無いように大切にしながら、また次の扉を開け、果敢に挑
戦していきたいと思います。

扉の先にあったもの 4年　酒井　佑貴
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「ともに過ごす友に手を差し伸べる」
あなたがたは、現にそうしているように、励まし合い、お互いの向上に心がけなさい。

2021 年 年間標語

テサロニケの信徒への手紙一 5章11節

編集後記編集後記
　2021年度の授業やチャペルアワーが対面とオンラインのハイ
ブリッド形式で行われるという状況で掲げた「ともに過ごす友に
手を差し伸べる」という年間標語には、様々な制限の中にあって
も、同じキャンパスで学生生活を送る友に配慮することができる
ようにという祈りが込められていました。COVID-19の感染が収
まらない中、いままでに経験したことのない日々が続きました。
しかし、こうした危機的な状況をむしろ好機と捉え、新たな挑戦
を始めた学生たちの姿に力を与えられた1年でした。年間聖句、
「あなたがたは、現にそうしているように、励まし合い、お互いの

向上に心がけなさい」（テサロニケの信徒への手紙一｠5：11）にお
ける「向上（する）」の原語「オイコドメオ―（＝oἰκοδομέω）」は、「建
てる」「築く」が原意で、そこから転じて「高める」「促進する」とい
う意味にもなります。マスクに口が覆われ、ソーシャルディスタン
スを保たざるを得ない中であれ、他者と共にお互いを高め合う関
係を築き上げていくことを勧める聖書の言葉から学び実践した
学生たち。そうした学びと実践が変わらずにあることを、また、学
生たちが「向上する」場としてチャペルセンターが用いられること
を願っています。（K.O.）

チャペルセンター
2021年度のあゆみ
チャペルセンター
2021年度のあゆみ

2021年
◆4月20日（火）
　　始業礼拝　学長　朴憲郁
◆5月24日（月）、26日（水）、28日（金）
　　キリスト教教育週間
　　テーマ：新しい時代に向き合う 
　　24日（月）宗教主任  洪伊杓 「共に過ごす友に」（動画配信）
　　26日（水）学長  朴憲郁 「神の愛と正義」
　　28日（金）本学学生  My C. 「語り合い、ともに生きよう」（動画配信）
◆7月9日（金）～8月4日（水）
　　山梨ダルク　日用品の寄付　
　　フードドライブin山梨英和大学
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第1・2クォーター　チャペルアワー （4月23日～7月28日）
　　対面チャペルアワー　毎週水曜日：全13回
　　　　※キリスト教教育週間を除く
　　チャペルメッセージ　毎週金曜日配信：全12回
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆9月28日（火）
　　第3クォーター始業礼拝　学長　朴憲郁
◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　10月13日（水）～11月5日（金）
　　「世界食料デー」おにぎりアクション2021
◆10月20日（水）
　　半日修養会
　　講師　陣内 大蔵 氏　「あなたと私の間には…」
◆11月30日（火）
　　第34回　クリスマスツリー点火祭
◆12月1日（水）～12月21日（火）
　　クリスマス募金・献金

年間標語
ともに過ごす友に手を差し伸べる

年間標語
ともに過ごす友に手を差し伸べる

◆チャペルセンターのご案内◆◆チャペルセンターのご案内◆2021年度クリスマス募金・献金報告
募金・献金総額：37,500円（クリスマス募金：15,753円、クリスマス献金：21,747円）

送り先：
・ひかりの家 7,500円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク 7,500円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨 7,500円
　　南アルプス市　食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・渋谷りつ子さんを支える会 7,500円
　　　インド マザーテレサの家の関連施設でボランティアされている渋谷さんを支援する会
・ノット・フォー・セール・ジャパン 7,500円
　　人身取引問題に取り組む団体
みなさまからいただいた募金・献金を上記の団体に送りました。

ご協力、心より感謝申し上げます。

◆12月6日（月）～21日（火）
　　山梨ダルク　日用品の寄付
　　フードドライブin山梨英和大学　
◆12月14日（火）　
　　燭火礼拝
◆12月17日（火）
　　クリスマス礼拝　宗教主任　洪伊杓

2022年
◆3月17日（木）
　　卒業礼拝　宗教主任　洪伊杓
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第3・4クォーター　チャペルアワー（9月28日～1月26日）
　　対面チャペルアワー　毎週水曜日：全12回
　　　　※半日修養会・クリスマス礼拝を除く
　　チャペルメッセージ　毎週金曜日配信：全12回
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、同窓生など多くの方々に
開かれた場所です。どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」

https://www.yamanashi-eiwa.ac.jp/guide/campus/chapel/
チャペルアワーやその他のイベントについては、大学webサイトで詳しくご覧いただけます。

「ハローキティ時代」を生きながら
　新型ウイルスによるパンデミックが始まってからおよ
そ2年が過ぎました。マスクをしながら生活する私たち
の新たな日常は、皆がマスクをして口が見えないハロー
キティのようになっているのではないでしょうか。実
は、このハローキティちゃんの誕生に私たちが通ってい
る山梨英和学院と関係があることを知っていますか？
ハローキティを作った「株式会社サンリオ」の創立者で
ある辻信太郎（1927－ ）さんは、幼い頃、本学院の
カートメル幼稚園（現、山梨英和カートメルこども園）
を卒園した方です。彼は家庭でもまだ誕生日のお祝い
をする習慣がない時代に、幼稚園のグリンバンク先生
などカナダの宣教師たちがお誕生日の子にお祝いとし
て小さなギフトをプレゼントしてくれることを経験し、
大きな驚きと喜びを感じました。そして、先生たちと一
緒に町中の貧しい人々を訪ねてプレゼントを配り歩く
と、その人たちがとても喜んでくれたことが忘れられな

かったそうです。彼はこの記憶を大切に心に刻み、「友
情を育てるためのビジネスを作ろう」と決心しました。
そこで、『Small Gift Big Smile！』というスローガン
で「サンリオ」という会社を創立したのです。
　私たちはマスクを着用する大変な日常の中でも何と
かお互いを支えながら、この時期を乗り越えるため頑
張っています。顔を覚えづらく、相手の目しか見ること
ができません。しかし私たちは可愛いキティちゃんのよ
うに周りの人々を見ることができないだろうかと考えて
みます。心を込めて「ハロー」と挨拶し、声をかけてみ
ましょう。今こそ、相手の目の「おが屑」（ルカ6：41）
ではなく、むしろ染みがついた涙の跡を見つけ、慰める
ことができるようにと願います。マスク着用によって
「目」と「目」をじっくり見つめながら過ごしているこの
「ハローキティ時代」が私たちに与えた一つの課題で
あると思います。

宗教主任　洪　伊杓


